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病変  (tumefactive demyelinating lesion: TDL)という MRI 上脳腫瘍に非常に





その結果、髄液中 IL-10 および可溶性 IL-2 受容体は CNSL において多発性硬化
症、視神経脊髄炎、 TDL よりも有意に高値であった。多変量ロジスティック回
帰分析の結果、髄液中可溶性 IL-2受容体が CNSLの予測因子として抽出された。
本研究の結果より、髄液中可溶性 IL-2 受容体と IL-10 は TDL をはじめとした
中枢神経炎症性脱髄性疾患と CNSL との鑑別に有用であることが判明した。  
